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００Ｄ平成１１年７月１８目（日）雨天の場合中止（防災無線ａｍ６１３０〕

会場準備

実施判断

役員集合

開会式
試合開始

前日午後７時３０分　町民グランド（審判部 ・体協副会長以上）

午前６時ＯＯ分　（審判部 ・体協副会長以上）

午前７時３０分　（審判部 ・体協全員）

午前８時３０分

午前９’時ＯＯ分

＠ｏ西桂町民グランド

＠圃西桂田Ｊ民（全日制の学生は除く）

＠固 ２０歳代（Ｓ４４ ．４ ．２以後生まれた者）一……………　　 ３名

　　　　　　　３０歳代（Ｓ３４ ．４ ．２～Ｓ４４ ．４ ．１の間に生まれた者）…３名

　　　　　　　４０歳代（Ｓ３４ ．４ ．１以前に生まれた者） ・・……………・… ３名

　　　　　　　☆以上のとおりとするが、女性を選手とする場合には、いずれの年代でもよい 。

　　　　　　　☆上の年代より 、下の年代に下がることはできるが、逆の場合はできない 。

　　　　　　　☆同一人の重複出場は認めない
。

◎翻 ☆試合は７回戦とし・同点の場合は時間内で延長し、以降は抽選とす乱　　　　　　　　（試合時間１時間２０分）　※時間については、審判に任せる
。

　　　　　　　☆５回以降７点差でコールドゲームとする
。

　　　　　　　☆その他オフィシャルルールによる 。

　　　　　　　☆決勝のみタイブレイクで行う
。

　　　　　　　☆ダブルベースを使用する
。

＠蘭 優勝 ・準優勝チームを表彰する 。

　　　　　　　優勝チームより最優秀選手賞１名を表彰する。（楯は個人に贈呈する 。）

＠固 ☆代表者会議を７月１２日（月）午後７時３０分より西桂町ＹＬＯ会館にて行う 。

　　　　　　　☆選手は試合３０分前に集合すること
。

　　　　　　　☆履き物は、運動靴か金具以外のスパイクシュー ズとする 。

　　　　　　　☆各チームより審判員２名（負けチームより）出す
。

　　　　　　　（ただし 、公認審判員は除く 。）

　　　　　　　☆傷害保険については、各チーム毎に加入する
。

　　　　　　　☆開会式には、出場チームにつき５人以上出席すること 。

　　　　　　　☆ゴミは、持ち帰りとする
。

　　　　　　　☆町では、町民を対象とした事業に対し 、自治体総合保険に加入してい．ます 。

　　　　　　　　（全町民を対象）
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水につ 意受若欠れ歳いさ歳在て回
谷立てをけいかばのとせの元いは
さつい払ま人さい時言て水気る

’

んよまわせはずけにつ 頂谷に水町
でうすなん ’受な倒ていさお谷の
すに 。けが健けいれいてん仕和検
。と少れ ’康てと健まいは事江診
　張しば健にい思康する ’をさを
　りでい康ままいに 。事健続ん定
　切もけはかす検注御が康けで期
　つ 家な自せ 。診意主あ． でてす的
　て族い分検一はし人り仕い 。に

倶

じ

’　〃’

多くの人の生命を救う血液は、一人ひとりの献血によっ て賄われています。皆さんの献血へのご理解

とご協力をお願いいたします
。

　目　時／８月３目（火）　　午前１０時～午後３時　　　　　場　所／いきいき健康福祉センター

　献血者の中には、６５歳以降も献血を希望する方がおられ
、

また、少子高齢化が進行すると献血者の確保が一層困難とな

る事も予想される事から 、安全面にも配慮した結果、平成

１１年４月から６９歳まで献血年令を引き上げる事になりま

した
。

　６５歳以上での採血にあたっては、６０歳から６４歳まで

に献血を行なった経験のあることが必要であり 、２００ｍ１ ・

４００ｍ１ ・血漿成分献血がその対象です 。

　なお、血小板成分採血は、現行のまま歳から５４歳です 。

期　　目 行　　　口 幻　　　所 時　　　閻 対　象　者
２１｛水〕 マタニティクラス いきいき健豪福祉センター 午前１０時～１２時

２２｛木） 母　子　相　談 いきい毒儂康福祉センター 午前９時～１２時

２３｛金） 絵本の読みきかせ会 いぎいき健康福祉センター 午前１０時３０分～ 平成９年１０ ・１１ ・１２月

７月
２６帽〕 歩　こ　う　会 いきいき健良福祉センタ ー 午前９時出発
３０｛金） 健　康　相　談 いきいき僅康福祉センター 午前９時～

３０｛金〕 乳　児　健　診 い乱、き僅康福祉センター 午後１時３０分～ 職１０年９ ・１２月・平舳年３月

３｛火） 献　　　　　血 いきいき膣康福祉センター 午前１０時山午後３時

５‘木） 生活習旧病検診 い乱、音厘康福祉センター 午前８時３０分～９時４５分

８月 ６休〕 生活習ｏ病検診 いきい冒膣康福祉センター 午前８時３０分～９時４５分

１２休｝ 母　子　相　談 いきいき僅康福祉センター 午前９時～１２崎

１２休〕 機　能　司１１　練 いきいき便康福祉センター 午後１時３０分～

キッズサ１＝Ｉン

健康休燥

　毎月第２ ・第４木虐日干煎中．． ２階保健セシタ「を母子の遊ぴ蜴として開卒レて
’い冒…す

。

　保健係の教室の継続として毎遺月曜目の午前１０時３０分からピデオを便い自主
岬＝体燥を行うそい冒…す。参加．したい人１まこ利用下さい

。
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検診 ・募集

嘗竈竈欄台婁吋竈しよう
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　４０歳になったら、定期的に検診を受けましょう 。

追カ８串込み　　７月３０目まで（４０歳以下の方も受診可能）

申　込　み　先　　いきしｒき健康福祉センター　保健係　電話２５－４０００

検診’１ヨ覆 ・靱所 ・検賛項目 ・畠己負担料（７０歳以上の方は、無料）は次のとおりです
。

　☆検診料は、当目擶参下さい
。

日時 ・場所 検査項目 自己負担金 検査費用 日時 ・場所 検査項目 自己負担金 検査費用

循環器検診 １， ５００円 ９， ８３１円 Ｘ線 無　料 ４６０円

日
時
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胃がん検診 １，Ｏ口Ｏ円 ４， ０２７円 喀療 ５００円 ２， ７００円
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肝がん検診 １， ０００円 ３， ２４２円 歯科検診 無　料

大腸がん検診 ５口Ｏ円 １， ５５０円 合　　計 ４， ５００円 ２１ ，８１０円

※循環器検診は、身体測定 ・尿検査 ・心電図検査 ・血圧測定 ・眼底検査、その他貧血検査 ・血糖検査 ・肝機能検査 ・

腎機能検査が含まれます 。
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及
び
賞
　
一
集
ま
り
し
だ
い
発
行
し
ま
す
。
ど
ん
一

品
有
り
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
あ
な
一

日
　
時
平
成
ｎ
年
７
月
２
９
日
一
木
一
一
た
が
持
っ
て
い
る
趣
味
特
技
、
自
慢
一

　
　
　
　
雨
天
順
延
　
　
　
　
　
一
で
き
る
記
録
を
本
に
の
せ
て
、
一
生
一

　
　
午
前
１
０
時
－
午
後
２
時
ご
ろ
一
の
思
い
出
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
募

場
　
　
所
　
山
中
湖
花
の
都
公
園
　
一
集
は
毎
日
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
現
地
集
合
　
　
　
　
　
　
　
※
　
申
請
用
紙
は
役
場
企
画
振
興

鐸
鋒
蜂
魏
樽
峨
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
募
集
人
数
　
先
着
２
５
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
申
し
込
み
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
組
合
　
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３
－
５
２
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
申
し
込
み
期
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
ｕ
年
７
月
５
日
一
月
）
よ
り

一
鐵
簑
ピ
鴻
に
お

…　
教
育
委
員
会
で
は
「
健
康
の
カ
ギ
」

一
実
践
記
録
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま

一
す
。県

の
地
図
を
１
日
－
市
町
村
ず

　
　
　
　
↑

　
　
　
　
↑

２
回
目
銀
賞

３
回
目
金
賞

　
「
１
日
１
５
分
以
上
の
実
践
１

　
　
そ
れ
が
健
康
の
カ
ギ
り
」

　
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

一
間
い
合
せ
先

　
　
　
西
桂
町
教
育
委
貝
会

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
５
－
２
９
４
１



お知らせ

缶おメイ
舅知１ン
づらルタ
＝せ開１
愛
好
者
来
た
れ
三

設ネ
のツ
　ト

国
民
年
金
の

保
険
料
は

　
　
忘
れ
ず
に

　
　
納
め
ま
し
よ
う

　
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
一

一
子
ど
も
の
心
身
の
問
題
が
多
様
化
し
一

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
互
の
情
一

一
報
交
換
や
問
題
解
決
に
向
け
て
の
話
一

一
し
合
い
を
母
子
保
健
関
係
者
に
よ
っ

一
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
ナ
イ
フ
事
件
等
キ
レ
一

ル
子
や
現
代
っ
子
の
イ
ラ
イ
ラ
・
不
一

一
安
が
表
面
化
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
幼
児
を
育
て

る
お
か
あ
さ
ん
方
へ
子
育
て
の
ポ
イ
一

一
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
一

ま
す
。

　
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
る

　
よ
そ
の
子
に
乱
暴
し
た
り
、
メ
ソ

　
メ
ソ
泣
い
た
り
し
て
い
る
の
を
『
や
一

め
な
さ
い
』
と
し
か
っ
て
も
、
ま
た

一
す
ぐ
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
一

す
。
　
子
ど
も
の
行
動
を
落
ち
着
か
せ
る

一
に
は
、
気
持
ち
を
安
定
し
た
も
の
に

一
す
る
こ
と
が
、
回
り
道
の
よ
う
で
も

一
結
局
は
近
道
で
す
。

　
お
と
な
で
も
子
ど
も
で
も
気
持
ち
一

一
が
落
ち
着
く
の
は
、
や
は
り
自
分
が

一
好
か
れ
て
い
る
と
思
え
る
こ
と
で
し
一

　
　
『
大
好
き
だ
よ
」
で
も
、
『
え
ら
一

一
い
ね
』
と
い
う
言
葉
で
も
い
い
し
、
一

一
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
も
、
子
ど
も
を
一

一
愛
し
て
い
る
こ
と
は
伝
わ
り
ま
す
。
一

一
家
の
手
伝
い
や
大
事
な
役
割
を
任
せ
一

一
た
り
、
『
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な
』
一

等
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
こ
と
を
お
子
一

さ
ん
に
相
談
す
る
の
も
い
い
か
も
知
一

れ
ま
せ
ん
。

　
大
事
な
仕
事
を
任
さ
れ
た
り
す
る

一
こ
と
で
自
分
に
自
信
が
つ
け
ば
、
気
一

一
持
ち
の
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
親
の
気
持
ち
は
、
言
葉
や
行
動
に

表
さ
な
い
と
子
ど
も
に
は
伝
わ
り
ま

一
せ
ん
。
以
心
伝
心
と
言
う
わ
け
に
は
一

一
行
か
な
い
の
で
す
。

一
　
国
民
年
金
は
２
０
歳
か
ら
６
０
歳
に
な
一

一
る
４
０
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
一

一
な
り
ま
せ
ん
。
毎
月
の
保
険
料
の
額

一
は
、
平
成
ｎ
年
４
月
か
ら
同
１
２
年
３

一
月
ま
で
月
額
１
３
，
３
０
０
円
で
す
。
一

一
　
長
い
間
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、
将
一

一
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

一
り
、
少
な
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
い
一

一
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
一

一
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
、
不
■

一
幸
に
し
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
と
き
一

一
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
も
受
一

一
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
　
将
来
多
く
の
年
金
を
受
け
る
た
め
一

一
に
も
、
万
一
の
と
き
の
た
め
に
も
国
一

一
民
年
金
の
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
一

一
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
を
納
め
る
さ

一
い
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
一

一
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
、
一

一
役
場
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

　
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
軒
馳
０
０
校
形
屠
ダ
育
２
５

■
旧
－
時
脾
－
人
綬
小
臓
乱

瑚
搬
搬
酷
瀦
翅
概
酷
。

麓
掘
窮
琶
静
ず
麿
〃

　
６
月
－
日
か
ら
役
場
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
を
開
設
い
た
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

町
内
外
か
ら
広
く
町
政
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
質
問
を
受
け
付
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
町
で
は
釆
年
－
月
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
向
け
て
、
町

内
の
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
愛
好
者
の
把
握
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
、
手
作
り
の
ホ
ｉ
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
町
の
Ｐ
Ｒ
を
全
世
界

に
向
け
て
発
進
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
竈

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
運
絡
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

…
ｏ
げ
ヨ
匝
ｏ
ｏ
５
『
＠
一
〇
…
コ
一

三
蜆
三
元
凹
房
Ｅ
『
凹
．

這
ヨ
彗
鶉
三
で

　
　
　
西
桂
町
役
場

　
　
　
総
務
課

　
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

一
主
な
対
象
者

　
平
成
ｕ
年
４
月
－
日
に
お
け
る
戦

一
没
者
死
亡
当
時
の
一
一
一
親
等
内
親
族

で
、
平
成
７
年
４
月
ｎ
日
か
ら
平
成

一
ｕ
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
公
務
扶

一
助
料
等
の
受
給
権
者
が
死
亡
し
て
い

一
る
場
合

一
支
給
内
容

　
額
面
２
４
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名

　
国
債

一
請
求
期
聞

　
平
成
ｎ
年
４
月
－
日
－

　
平
成
１
４
年
３
月
３
１
日

請
求
窓
口

　
　
　
西
桂
町
役
場
住
民
福
祉
課

　
全
国
的
に
性
犯
罪
被
害
者
（
女
性
）

一
の
人
権
保
護
が
叫
ば
れ
る
中
、
警
察

で
は
性
犯
罪
の
被
害
者
が
泣
き
寝
入

一
り
し
な
い
た
め
に
、
専
用
電
話
「
性

一
暴
力
１
！
０
番
」
で
の
相
談
を
受
け

一
て
い
ま
す
。

一
☆
性
的
被
害
に
遭
わ
れ
て
た
方

一
☆
届
出
を
た
め
ら
っ
て
い
る
方

一
☆
性
的
被
害
に
悩
ん
で
い
る
方

一
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談

一
し
て
く
だ
さ
い
。
何
か
問
題
解
決
の

一
糸
口
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　
相
談
し
や
す
い
よ
う
に
専
門
の
女

一
性
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

…
一
受
付
時
間
は

一
　
平
日
の
午
前
８
時
３
０
分
か
ら

一
　
　
　
午
後
５
時
ま
で

一
＾
フ
７
ツ
ク
ス
は
休
祭
日
に
か
か
わ

一
ら
ず
２
４
時
間
い
つ
で
も
応
じ
て
い
ま

一
す
。
〕

一
「
性
犯
罪
１
１
０
番
」
は
、
電
話
、

一
フ
ァ
ッ
ク
ス
共
通
で
す
。

　
　
五
０
５
５
２
－
２
４
－
５
１
１
Ｏ

　
山
梨
県
警
察
本
部
捜
査
第
一
課



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

西
桂
中
学
校

　
福
　
　
講

　
　
　
ネ

舌
昌
－
０

一
酉
握
豚
．
一

　
５
日
・
１
２
日
・
１
９
日
・
２
６
日
＾
月
〕

　
　
　
　
　
　
　
歌
お
う
山
吹
の
会
一

一
１
４
日
・
２
８
日
＾
水
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
じ
さ
い
の
会
一

一
１
２
日
一
月
一

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
例
会

　
西
桂
中
学
校
で
は
去
る
５
月
２
６
日
一

＾
水
）
福
祉
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

一
講
師
に
甲
府
市
在
住
の
日
原
一
郎
さ
一

ん
を
お
迎
え
し
、
臼
原
さ
ん
の
生
き
一

一
方
、
考
え
方
等
に
つ
い
て
の
講
話
を
一

一
聞
き
ま
し
た
。
講
話
を
通
じ
て
生
徒
一

達
は
日
原
さ
ん
の
と
て
も
す
て
き
な
一

一
生
き
方
に
共
感
し
福
祉
へ
の
理
解
を
一

一
深
め
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

手
話
を
覚
え
て

み
ま
せ
ん
か

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
高
校
生
の
皆
一

さ
ん
に
夏
休
み
を
活
用
し
て
、
福
祉
一

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
理
解

や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
福
一

祉
活
動
体
験
学
習
で
す
。
県
内
の
福

祉
施
設
や
図
書
館
・
児
童
館
・
病
院

な
ど
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
一

な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
施
設
等
の
現

場
を
実
際
に
訪
れ
、
活
動
し
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
達
と
出
会
う
こ
と
に
一

よ
り
、
学
校
や
家
庭
で
は
決
し
て
経
一

験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
気
づ
き
」
一

や
「
発
見
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
一

で
し
ょ
う
。
日
頃
、
「
活
動
の
き
っ
一

か
け
が
な
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
も
参
一

加
し
、
自
己
の
発
見
・
成
長
に
と
つ
一

な
ぐ
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
一

か
。
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
一

た
い
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
一

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
一

　
　
亙
０
５
５
５
－
２
５
－
３
３
０
０
一

　
　
　
　
　
　
　
＾
担
当
一
羽
田
）
一

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ｉ
で
は
夏
一

■
休
み
に
実
施
す
る
「
い
き
い
き
教
室
」
■

を
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
一

一
イ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
一

一
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
一

一
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
一

一
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

　
６
月
３
日
｛
木
〕
酋
桂
町
花
い
つ

一
ば
い
会
々
員
の
皆
さ
ん
が
、
大
月
信

用
金
庫
寿
支
店
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

一
Ｙ
Ｌ
０
会
館
近
く
の
花
壇
及
び
保
育

一
所
駐
車
場
、
ま
た
、
役
場
・
Ｙ
Ｌ
〇

一
会
館
等
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
と
花
の
植

一
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
天

一
候
等
を
み
な
が
ら
順
番
に
水
や
り
を

一
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
す

一
て
き
に
植
え
替
え
ら
れ
た
花
壇
等
を

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

一
い
ま
す
。

　
け
、
．

初
級
手
話
記
雷
会
参
加
者
募
集

＝
’
１
一

’’

・

・

寄付書名 物品及ぴ寄付金

高尾さと子さん 生 地

川村久江さん 古切 手

大勢の方々より牛乳パック

一
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

■
一
初
級
手
話
講
習
会
を
５
回
に
わ
た
り

一
開
催
し
ま
す
。

一
　
手
話
は
、
言
語
・
聴
覚
障
害
者
の

一
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ

一
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
、
い

一
わ
ば
「
目
で
見
る
言
葉
」
で
す
。
手

一
話
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
一
一
冒
葉
や
耳
の

一
不
自
由
な
方
へ
の
理
解
を
高
め
交
流

一
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
．

一
　
今
回
■
は
、
手
話
通
訳
者
を
講
師
に

一
迎
え
初
歩
的
な
手
話
を
勉
強
し
ま

一
す
。
始
め
て
み
た
い
方
、
関
心
の
あ

一
る
方
は
こ
の
機
会
に
手
話
に
触
れ
簡

一
単
な
単
語
や
あ
い
さ
つ
な
ど
を
覚
え

一
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
・
目
　
時
　
７
月
２
ユ
日
＾
水
）

　
　
　
　
　
２
３
日
（
金
）
・
２
８
日
一
水
）

　
　
　
　
　
３
０
日
＾
金
）

　
　
　
　
　
８
月
４
日
＾
水
）

一
・
時
　
間
　
午
後
－
時
－
午
後
３
時

一
・
場
　
所

一
・
定
　
員

一
・
参
加
料

一
・
申
込
み

西
桂
町
い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ｉ

２
５
名

無
料
７
月
１
６
日
＾
金
）
ま
で

一
に
電
話
又
は
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

一
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
し
て
下
さ

一
い
。
但
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

一
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。






